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（令和 6年 8月 1日現在）
14,895 人

合計 6,486 世帯
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4
年
ぶ
り
に
お
料
理
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
お
盆
前

に
、
ナ
ス
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
旬
の
野
菜
を
使
っ
て
、

信
州
の
伝
統
食
で
あ
る
お
や
き
を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、

お
や
き
に
加
え
、
き
ゅ
う
り
や
ミ
ョ
ウ
ガ
な
ど
の
入
っ
た

冷
汁
、
小
芋
の
煮
こ

ろ
が
し
、
野
菜
の
せ

ん
べ
い
焼
き
も
作
り

ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は「
美
味
し
く
、
楽

し
か
っ
た
」、「
お
や

き
作
り
初
め
て
で
し

た
、
家
で
や
っ
て
み

ま
す
」な
ど
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

盛
り
だ
く
さ
ん
で
お

腹
も
心
も
大
満
足
の

講
座
と
な
り
ま
し
た
。

（
参
加
者
12
名
）

元気に開催！公民館講座の様子　4〜 8月元気に開催！公民館講座の様子　4〜 8月
　
信
州
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

会
長
の
清
水
さ
ん
に
指
導
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
初
夏
の
爽
や
か
な
風
の
中
、
信
州
・
霊

仙
寺
湖
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
の
中
級
コ
ー
ス
5.5
㎞
を
歩
き
ま
し
た
。
ス

タ
ー
ト
前
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
に
た
っ
ぷ
り

と
ス
ト
レ
ッ
チ
の
指
導
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
参
加
者
14
名
）

　
し
な
の
の
伝
説
を
語
る
会
さ
ん
の「
北
信
地

方
の
伝
説
」5
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
ア

ル
パ
の
演
奏
5
曲
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ア
ル
パ
の
演
奏
は
初
め
て
聞
く
と
い

う
人
も
多
く
、
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
参
加
者
21
名
）

　

麦
わ
ら
帽
子
を
被
っ
た
戸
隠
地
質
化

石
博
物
館
研
究
員
の
田
辺
智
隆
先
生
か

ら
戸
隠
山
、
飯
縄
山
、
長
野
盆
地
の
形
成

過
程
に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
分

か
り
や
す
い
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
参
加
者
19
名
）

　

5
月
8
日
か
ら
6
月
12
日
ま
で
の
6

週
連
続
の
講
座
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
基

礎
を
学
び
ま
し
た
。
受
講
者
は
40
代
か

ら
80
代
と
幅
広
く
、
横
田
貴
司
先
生
に

は
ラ
ケ
ッ
ト
の
持
ち
方
か
ら
シ
ャ
ト
ル

の
打
ち
方
を
学
び
、
最
後
は
ゲ
ー
ム
も

楽
し
み
ま
し
た
。（
参
加
者
10
名
）

　
今
年
は「
理
科
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
地
質
化
石
探
検

の
旅
」を
テ
ー
マ
に
し
た
体
験
学
習
で
、
7
月
29
日
に「
葉

脈
標
本
の
し
お
り
&
ス
ラ
イ
ム
を
作
ろ
う
」（
参
加
者
8

名
）を
、
８
月
２
日
の「
戸
隠
に“
あ
さ
ひ
”を
見
つ
け
に
い

こ
う
！
」（
参
加
者
12
名
）で
は
バ
ス
で
戸
隠
地
質
化
石
博

物
館
に
出
か
け
て
、
化
石
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
体
験
し
ま
し

た
。

　
快
楽
亭
狂
志
師
匠
に
よ
る
落
語
二
席
、

「
片
棒
」と「
子
別
れ（
下
）子
は
鎹

か
す
が
い」を
存

分
に
お
聴
き
し
、
滑
稽
と
人
情
話
に
笑

い
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
最

後
に
一
曲「
瞼
の
母
」の
熱
唱
も
あ
り
ま

し
た
。（
参
加
者
26
名
）

　
朝
陽
公
民
館
で
活
動
さ
れ
て
い
る「
朝
陽

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
同
好
会
」の
皆
さ
ん
に
よ

る
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
吹
矢
の
体
験

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
座
は
全
５
回

で
、
基
本
動
作
か
ら
始
ま
り
、
慣
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
試
合
形
式
の
ご
指
導
を
通
し

て
、
級
位
認
定
試
験
ま
で
行
い
ま
し
た
。

矢
を
放
つ
際
の「
短
く
一
気
に
」吐
き
出
す

特
有
の
呼
吸
法
が
健
康
に
繋
が
る
そ
う
で

す
。
試
験
に
合
格
し
た
受
講
者
は
２
級
の

認
定
書
を
授
与
さ
れ
、
達
成
感
の
あ
る
講

座
と
な
り
ま
し
た
。（
参
加
者
５
名
）

初
め
て
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
座

吹
矢
体
験
教
室

あ
さ
ひ
大
学

市
民
講
座

次
世
代
育
成
支
援
事
業

　
寺
子
屋
あ
さ
ひ

と
き
め
き
講
座

　
食
を
学
ぼ
う
！
お
や
き
＆
冷
汁

6/4 初夏のノルディック6/4 初夏のノルディック
　　　　　　　　ウォーキング　　　　　　　　ウォーキング

7/23 長野盆地とのつきあい方7/23 長野盆地とのつきあい方
　　　－朝陽地区を中心に－　　　－朝陽地区を中心に－

6/11 しなのの伝説6/11 しなのの伝説

8/6 たっぷり落語Ⅱ8/6 たっぷり落語Ⅱ

6/13 
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長野市 HP に情報満載です…見てね！ 長野市 朝陽公民館 検 索

朝
陽
公
民
館
運
営
審
議
会
開
催

　

6
月
26
日
（
水
）
に
公
民
館
運
営
審
議
会
が
開
催

さ
れ
、
諮
問
事
項
そ
の
他
に
つ
い
て
活
発
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
詳
細
は
、
朝
陽
公
民
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
審
議
会
委
員
の
任
期

は
令
和
8
年
5
月
31
日
ま
で
）

◦
朝
陽
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
（
敬
称
略
）

◎
千
野　
　

真 

（
朝
陽
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）

○
竹
内　

一
郎 

（
朝
陽
地
区
住
民
自
治
協
議
会
会
長
）

　

小
川　

恵
美 

（
公
民
館
利
用
者
代
表
）

　

水
上　

淳
一 

（
朝
陽
小
学
校
校
長
）

　

杉
本　

詔
守 

（
青
少
年
育
成
朝
陽
地
区
会
議
会
長
）

　

白
澤
え
つ
子 

（
赤
十
字
奉
仕
団
朝
陽
分
団
副
委
員
長
）

　

上
原　

雪
子 

（
朝
陽
地
区
更
生
保
護
女
性
会
会
長
）

　

髙
山
久
美
子 

（
朝
陽
地
区
主
任
児
童
委
員
）

　

横
田　

好
文 

（
朝
陽
地
区
住
民
自
治
協
議
会
公
民
館
部
会
長
）

◎
会
長　

○
職
務
代
理　
（
所
属
団
体
・
役
職
）

フ
レ
イ
ル
予
防
事
業

◦
あ
さ
イ
チ
健
康
体
操

　
４
月
か
ら
第
２
、３
、４
水
曜
日
に
30
分
ほ
ど
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
朝
陽
音
頭
健
康
体
操
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
音
楽

に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
、
タ
オ
ル
体
操
な
ど
を
週
替
わ
り
で

楽
し
く
行
っ
て
い
ま
す
。
激
し
い
運
動
で
は
な
い
の
で
ご

安
心
く
だ
さ
い
。
事
前
申
し
込
み
不
要
で
す
の
で
、
誰
で

も
い
つ
か
ら
で
も
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日　
時
：
毎
月
第
２
、３
、

　
　
　
　
４
水
曜
日

　
　
　
　
９
時
～
９
時

　
　
　
　
30
分

場　
所
：
朝
陽
公
民
館

　
　
　
　
体
育
館
ま
た

　
　
　
　
は
和
室

内　
容
： 

朝
陽
音
頭
健

　
　
　
　
康
体
操
、
ラ

　
　
　
　
ジ
オ
体
操
第

　
　
　
　
１・２
、
ダ
ン

　
　
　
　
ス
や
体
操
脳

　
　
　
　
ト
レ
な
ど

わ
た
げ

　

朝
陽
地
区
の
人
口
が
1
万
５
千
人
を
割
り
込
み
、

長
野
市
の
人
口
も
37
万
人
を
割
り
込
ん
で
久
し
く
人

口
減
少
時
代
を
身
近
に
感
じ
、
働
く
人
の
子
育
て
支

援
策
の
必
要
性
を
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
6
年
度
　
朝
陽
地
区

「
二
十
歳
の
成
人
式
」
の
ご
案
内

1　

日　

時　

令
和
7
年
1
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
か
ら

2　

場　

所　

長
野
市
東
部
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
（
長
野
市
小
島
8
0
4
︱
5
）

3　

対
象
者　

平
成
16
年
4
月
2
日
～
平
成
17
年

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方
で
、
家

族
又
は
本
人
が
朝
陽
地
区
に
在
住

の
方
。

①
対
象
者
で
、
長
野
市
朝
陽
地
区
に
住
民
登
録
を

さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
11
月
中
に
案
内
状
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。

②
対
象
者
で
も
、
長
野
市
朝
陽
地
区
に
住
民
登
録

さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
案
内
状
は
届
き
ま
せ
ん
。

※
②
に
該
当
す
る
方
で
ご
出
席
を
希
望
さ
れ
る
場

合
に
は
、
11
月
以
降
に
朝
陽
公
民
館
ま
で
ご
連
絡

の
上
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
0
2
6
︱
2
4
3
︱
7
2
5
1

•
•
•
•
•
感
　
謝
•
•
•
•
•

〇
6
月
24
日
の
草
取
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ
れ
た
16
名
の

　
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〇
花
川
文
子
さ
ん
か
ら
玄
関
内
に
サ
ツ
キ
の
盆
栽
を
提
供
し
て

　
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
茶
鍋
久
美
子
さ
ん
か
ら
ピ
ン
ク
の
芍
薬
を
提
供
し
て
い

　
た
だ
き
ま
し
た
。

第
20
回
長
野
市
甚
句
・
音
頭
交
流
会

　

今
年
は
市
内
12
の
甚
句
・

音
頭
の
保
存
会
が
参
加
し
、

長
野
県
立
大
学
の
講
堂
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

朝
陽
音
頭
保
存
会
で
は
、

17
名
の
踊
り
手
が
朝
陽
音

頭
の
踊
り
を
披
露
し
ま
し

た
。

朝
陽
地
区
住
民
自
治
協
議
会
と
の
共
催
事
業

◦
朝
陽
地
区
敬
老
会

　

9
月
7
日
（
土
）
に
開
催
予
定
で
す
。
祝
宴
の
部
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
真
打
の
古
今
亭
菊
春
師
匠
の
落
語
と

北
尾
張
部
の
森
田
保
廣
さ
ん
の
し
の
笛
等
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

◦
第
56
回
朝
陽
地
区
親
善
球
技
大
会

　

10
月
27
日
（
日
）
に
開
催
の
予
定
で
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
種
目
は
、野
球
・
9
人
制
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
・
ペ
タ
ン
ク
・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

◦
第
59
回
史
跡
巡
り

　

11
月
16
日
（
土
）
に
松
本
・
安
曇
野
方
面
で
計
画
し

て
い
ま
す
。

秋
か
ら
の
各
種
講
座
予
定

秋
か
ら
の
各
種
講
座
予
定

○
あ
さ
ひ
大
学

◦
「
現
地
学
習 

信
毎
見
学
」

　
～
信
濃
毎
日
新
聞
長
野
本
社
と
長
野
制
作
セ
ン
タ
ー
～

日　

時
：
9
月
10
日
（
火
）
8
時
45
分
集
合
～
12
時
30
分
帰
館
予
定

◦
「
現
地
学
習
　
秋
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

　
～
紅
葉
の
松
代
を
歩
く
～

日　

時
：
10
月
29
日
（
火
）
9
時
集
合
～
14
時
帰
館
予
定

◦
「
現
地
学
習
　
松
代
」

　

～
松
代
象
山
地
下
壕
・
象
山
記
念
館
・
象
山
神
社
・

　
　
文
武
学
校
・
真
田
邸
・
真
田
宝
物
館
～

日　

時
：
11
月
7
日
（
木
）
9
時
集
合
～
16
時
帰
館
予
定

◦
「
音
楽
鑑
賞
　
フ
ル
ー
ト
　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

日　

時
：
12
月
3
日
（
火
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◦
「
文
学
講
座 

夏
目
漱
石 

そ
の
作
品
と
人
生
」

日　

時
：
令
和
7
年
1
月
14
日
（
火
）
9
時
30
分
～
11
時
30
分

※
会
場
は
、
朝
陽
公
民
館
分
室
集
会
室
（
朝
陽
支
所
2
階
）
で
す
。

※
現
地
学
習
は
、
朝
陽
公
民
館
本
館
前
に
集
合
で
す
。

○
と
き
め
き
講
座

◦
「
長
野
市
ス
マ
ホ
教
室
」

日　

時
：
9
月
2
日
（
月
）、
9
日
（
月
）
午
前
の
部
：
10
時

～
11
時
30
分
、
午
後
の
部
：
13
時
30
分
～
15
時

◦
「
秋
を
描
く 

水
彩
画
教
室
」

日　

時
：
9
月
3
日
（
火
）、
10
日
（
火
）、
17
日
（
火
）
14
時
～
16
時

◦
「
紙
バ
ン
ド
で
つ
く
る
素
敵
な
か
ご
バ
ッ
グ
講
座
」

日　

時
：
9
月
6
日
（
金
）、
13
日
（
金
）、
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◦
「
ハ
ン
ド
ベ
ル
入
門
講
座
」

日　

時
：
9
月
30
日
（
月
）、
10
月
7
日
（
月
）、

　
　
　
　

21
日
（
月
）、
28
日
（
月
）
10
時
～
12
時

※
会
場
は
、
い
ず
れ
も
朝
陽
公
民
館
本
館
で
す
。

○
子
育
て
支
援
講
座
あ
さ
ひ
っ
子
教
室

◦
「
A
r
t 

W
o
r
k 

C
a
fe 

お
や
こ
の
あ
そ

　
　
び
ば 

く
も
く
ん
を
つ
く
ろ
う
」

日　

時
：
9
月
11
日
（
水
）
10
時
～
11
時
30
分

会　

場
：
朝
陽
公
民
館
本
館
2
階
和
室

○
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト

日　

時
：
10
月
10
日
（
木
）
10
時
～
11
時
30
分

出
演
者
：
O
t
o  

P
r
o
j
e
c
t

　
　
　
　

外
山　

賀
野
（
チ
ェ
ロ
）

　
　
　
　

山
中　

和
子
（
ピ
ア
ノ
）

会　

場
：
朝
陽
公
民
館
本
館
体
育
館

※
い
ず
れ
も
申
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
朝
陽
地
区
内
回
覧

の
チ
ラ
シ
、
朝
陽
公
民
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

成
人
学
校

成
人
学
校  

後
期
受
講
の
お
知
ら
せ

後
期
受
講
の
お
知
ら
せ

◦
楽
し
く
書
く
ボ
ー
ル
ペ
ン
字

講　

師
：
上
原 

瑚
雪
先
生

期　

間
：
10
月
10
日
～
3
月
13
日　

毎
月
第
2
・
4
木
曜
日

時　

間
：
13
時
30
分
～
15
時
30
分
（
全
12
回
）

会　

場
：
朝
陽
公
民
館
本
館
大
会
議
室

受
付
日
：
9
月
4
日
（
水
）
午
前
9
時
～

受
付
場
所
：
朝
陽
公
民
館
本
館
事
務
室

受
講
料
：
8
0
0
0
円
（
受
付
当
日
に
受
講
料
を
お
支

払
い
く
だ
さ
い
）

〇
他
の
講
座
は
定
員
を
満
た
し
て
い
ま
す
の
で
、
後
期
は

定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
募
集
を
し
ま
す
。
詳
し
く
は
公

民
館
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ＱＲコード


